
多くの場合、土中で腐ってしまう植物質の
「ひも」が発掘調査でみつかることは、
たいへん珍しいことです
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本高弓ノ木遺跡年表

現在の調査はここまで これから調査を進めていく時代

２
０
０
０
～

１
９
０
０
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ど
前

縄文時代弥生時代古墳時代奈良時代平安時代鎌倉時代室町時代江戸時代

山や川での狩猟・
採集の時代

地形を利用した小規模な水田と集落の時代大規模に区画整備された水田の時代

14

遺物紹介

火鑚臼 （古墳時代前期 /4 世紀）
ひきりうす

穴の部分で木の棒を回転させ、摩擦熱で火をつけます。

鉄斧の柄 （弥生時代後期 /2 世紀）

斧の柄。鉄の刃先を差し込んで使います。

大きさから加工用の小型の斧と考えられます。

鉄製の鍬もしくは鋤の刃先
　　　　　　　（古墳時代前期 /4 世紀）

刃先だけが鉄の鍬や鋤は、

弥生時代から近代まで

使われていました。

溝から出土した土器 （弥生時代中期 /前 2世紀）

ほぼ完全な形に復元できる土器が多く出土しました。

溝の近くで建物の跡などはみつかっておらず、

居住地は別のところにあったと考えられます。

どこから、なぜ、この土器は運ばれたのでしょう。

腰掛けの脚部。下方には横木を入れるためのあなが開いています。
椅子の脚 （古墳時代前期 /4 世紀）
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くわ　　　　　　 　すき

平成 22年度　本高弓ノ木遺跡の発掘調査平成 22年度　本高弓ノ木遺跡の発掘調査

盛土遺構盛土遺構 木製構造物木製構造物

土を盛り上げ 木を組み上げる

　財団法人鳥取県教育文化財団では、鳥取西道路の建設に先立ち、
本高弓ノ木遺跡の発掘調査を昨年度から行っています。
　現在は、古墳時代前期から弥生時代中期を中心に調査を行って
おり、長大な水路や盛土遺構などがみつかりました。
　本日は、これらの遺構、遺物のほか、昨年度から調査を行って
いる木製構造物の調査成果もあわせてご紹介します。 国土地理院1/25000地形図「鳥取南部」より国土地理院1/25000地形図「鳥取南部」より

　調査地北端で、土を盛りあげてつくった約 20×
18ｍの四角い高まりをみつけました。盛土の隅が
細長く突き出ており、周囲には幅５～６ｍの溝が
巡っています。また、盛土の上に並べ置かれた石
が一部に残っていました。
　弥生時代後期に山陰地方でよくみられる四隅突
出型墳丘墓と形は似ていますが、埋葬施設はみつ
かりませんでした。また、墳丘墓の多くが小高い
山の上に築かれているのに対して、当遺構は平地
に築かれているのも大きな違いであり、その用途
については、今後の検討課題です。
　盛土の中や周囲の溝から出土した土器から、弥
生時代後期後葉 ( 約 1800 年前 ) につくられたもの
と考えています。

　調査地南端にある池状の落ち込みの中から、長
大な横木と杭を組み合わせ、さらに盛土や石積み
をほどこした木製構造物がみつかりました。
　これは、周辺の河川から水を引き入れるための
施設で、水量や流れの向きを調整するダムのよう
な役割を果たしていたと考えています。
　また、盛土の中からはムシロ敷きや積み上げら
れた「土のう」もみつかりました。これらは、当
時の土木技術を考える上で重要であり、特に「土
のう」は国内最古級の発見例として注目されます。
　出土した土器などから、古墳時代前期 ( 約 1600
年前 ) につくられたものと考えています。

もとだか　ゆみのき

よすみ  とっ

しゅつがたふんきゅうぼ

（財）鳥取県教育文化財団　
　　　　　調査室
　　　美和調査事務所

 〒680-1133　鳥取市源太 12 番地　
 電話：0857-51-7553　FAX：0857-51-7550
 mail：matsuik@pref.tottori.jp
HPｱﾄﾞﾚｽ：http://business4.plala.or.jp/kyo-bun/index.htm　

【調査担当】
濵田竜彦　中尾智行　
下江健太　山梨千晶
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　本高弓ノ木遺跡南端でみつかった木製構造物群
これほど大規模な木製構造物の発掘例は珍しく、
古墳時代前期の土木・治水技術を明らかにする貴重な発見です

木製構造物を築き始めた初期段階には、
石積みの堤防のような構造物がみられます

土のうに巻かれた「ひも」

はっきり残るひもの結び目

池状の落ち込みの
斜面には、土のう
が積み上げられ、
ワラのような植物
繊維で覆われてい
ました
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それぞれの木
材が複雑に組
み合わさって
頑丈な造りに
なっています

木製構造物に使用され
る木材は、ほとんどが
未加工の自然木ですが、

新
し
い

古
い

構
築
順
序

構
築
順
序

ムシロムシロ
土のう土のう 盛土盛土

石積み石積み
古い新しい

南東：釣山側南東：釣山側北西北西

後の段階の木製構造物ほど
石を使う量は減っており、
構築方法に変化がみられます

土砂で埋まるたびに新しい構造物を重ねていく土砂で埋まるたびに新しい構造物を重ねていく

大規模な木製構造物群は、一度に築き上げられたのではありません。
発掘調査では、南東から北西に向かって新しい構造物が重なっていることが明らかに
なりました。川が運ぶ土砂などで埋まったり壊れるたびに、組み直したり継ぎ足しを
して大きくなっていったのでしょう。

発見された「土のう」。表面には、ワラのような植物繊維がよく残っていました。
現代の工事現場や災害現場でも、積み上げや締め固めが容易な土のうがよく使われます。
こうした技術の源流が古墳時代にさかのぼることを示す重要な発見です。
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釣山釣山

木製構造物木製構造物

２溝２溝

排水路

有富川

盛土遺構盛土遺構

水路（古墳時代前期）水路（古墳時代前期）

水路（弥生時代後期）水路（弥生時代後期）

盛土上に石を並べ置いた跡が部分的に残っています盛土遺構の周辺から石が大量にみつかりました
元々は盛土上に置かれていたのでしょう

釣山の山裾に沿って、各時代の水路が重なりあいながら
流れています（写真左方向が北）

水路（弥生時代中期～後期）水路（弥生時代中期～後期）

（弥生時代後期）（弥生時代後期）

釣　山釣　山

盛土の下でみつかった土坑
どこう

盛土遺構を囲む溝から出土した土器
（約 1800 年ほど前のものです）

長さ１ｍ未満で
深さも 20 ㎝ほど
の小さなものです

盛土遺構は、有力者のお墓の可能性もありますが、棺などの埋葬施設が存在しないことか
ら断定はできません。しかし、これだけ大規模な溝と盛土を築くには、大変多くの労働力
が必要であり、当時の人々にとって大きな意味のあるものだったのでしょう。

弥生時代中期以降、同じような場所に水路
がつくられ続けているのは、水の管理が周

古墳時代前期の水路は、調査地南側の池状の落ち
込みから北へ 200ｍ以上も続く長大な水路です

幅５ｍ、深さ１ｍほどの大きさで、
大人４人が並んでも余裕があります

古墳時代前期の水路内に組まれた堰

堰は、水の流れをせき止めて水位をあげ、周囲
の水田に水を引き入れるためのものです

せき

辺地域の人々の生活に欠かせないものだったことを示します。特に古墳時代前期の水路は、
木製構造物とあわせて、高度な技術を用いた大規模な土木工事でした。この水路は、本高周
辺の開発に関わる重要なもので、この地域の大動脈とも言えるものだったと考えています。
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